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トルコにおける 2019年 3月の地方選挙の展望 
Turkey’s 2019 local elections: Fierce battles in Istanbul, Ankara, and Izmir 
 
はじめに：2014年から続く選挙期間を締めくくる選挙 
トルコでは 2014年 3月の地方選挙を皮切りに、同年 8月の大統領選挙、2015年 6月と 11
















得票率を獲得し、81県中 58県で、大都市に関しても 16県中 12県で勝利した。2009年の地




された 2。その 2014年の地方選挙では、公正発展党は 2004年と 2009年を上回る 43.1%の得
                                                   
1 公正発展党と民族主義者行動党の関係に関しては、今井宏平「際立つ民族主義者行動党の存在感
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票率を獲得し、81県中 48県で、大都市に関しても 30県中 18県で勝利した。2014年の地方




選挙年／政党 公正発展党 共和人民党 民族主義者行動党 親クルド政党 
2002年総選挙 34.28% 19.39% 8.36% 6.22% 
2004年地方選挙 41.6% 18.2% 10.4% 5.1% 
2007年総選挙 46.5% 20.8% 14.2% 5.2% 
2009年地方選挙 38.8% 23.1% 16.1% 5.7% 
2011年総選挙 49.8% 25.9% 13% 6.5% 
2014年地方選挙 45.6% 27.8% 15.2% 6.1% 
2015年 6月総選挙 40.8% 24.9% 16.2% 13.1% 
2015年 11月総選挙 49.5% 25.3% 11.9% 10.7% 










年／政党 公正発展党 共和人民党 民族主義者行動党 
2009年 38.5%（ギョクチェク） 31.3%（ムラト・カラヤルチン） 27.3%（ヤワシュ） 
2014年 44.82%（ギョクチェク） 43.82%（ヤワシュ） 7.77%（メヴルット・カラカヤ） 
アンカラは公正発展党推薦で元環境・都市大臣のメフメット・オズハセキ（Mehmet Özhaseki）
と共和人民党推薦で前回、前々回の地方選挙でも奮闘したマンスル・ヤワシュ（Mansur Yavaş）







                                                   
3 https://mehmetozhaseki.com.tr/hakkinda/ （2019年 3月 5日アクセス）. 






























年／政党 公正発展党 共和人民党 
2009年 44.2%（カディル・トプバシュ） 37.0%（ケマル・クルチダールオール） 





                                                   
4 https://www.bbc.com/turkce/haberler-turkiye-46355896 （2019年 3月 5日アクセス）. 
5 https://www.sabah.com.tr/mansur-yavas-kimdir （2019年 3月 5日アクセス）. 
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深めた。そして、2002年 11月の選挙に公正発展党から出馬し当選、2016年 5月まで 3期に
















年／政党 公正発展党 共和人民党 
2009年 30.7%（タハ・アクソイ） 55.2%（コジャオール） 









なった。2015年 11月から 2016年 5月までの時期を除き、2018年 7月の大統領制への移行ま
でその職を務めた。 
                                                   
6 https://www.sabah.com.tr/ekrem-imamoglu-kimdir （2019年 3月 6日アクセス）. 
7 https://www.bbc.com/turkce/haberler-turkiye-46355896 （2019年 3月 6日アクセス）. 




























る程度の傾向は世論調査によって掴むことができる。Euronewsの 2019年 3月 6日付の記事
ではイスタンブル大都市市長選、アンカラ大都市市長選に関する 6つの世論調査の結果を掲載
している 10。それによると、イスタンブルでは 5つの世論調査でユルドゥルムが優位に立って
いる。ただし、その差は多くても 5%程度であり、最も多い 5024 人に対して調査を行った
PollMark調査会社の結果は、イマームオールがユルドゥルムの得票率を上回った。 
 一方、アンカラに関してはイスタンブルとは逆に、共和人民党のヤワシュが 5つの世論調査
                                                   
8 https://www.haberler.com/mustafa-tunc-soyer/biyografisi/ （2019年 3月 6日アクセス）. 
9 Barçın Yinanç, “Projects not rhetoric will race in İzmir local elections”, Hürriyet Daily 
News, 11 February, 2019.  
10 “31 Mart yerel seçimleri: 7 anket firmasının İstanbul sonuçları”, Euronews, 6 Mart,  
2019; “31 Mart seçimleri: 7 farklı anket firmasının Ankara sonuçları”. Euronews, 6 Mart,  
2019. 
          11 中東レビュー Vol.6 
©IDE-JETRO 2019 
で公正発展党のオズハセキを上回った。やはり最も多い 3040 人に対して調査を行った
PollMark調査会社の結果は、ヤワシュが 42.1%、オズハセキが 32%という結果であった。 
 共和人民党は前回の 2014年の選挙で、市長選に関して、81県中 13県、大都市は 30県中 5
県で勝利している。また、18の県で 2番目の得票率を獲得しているが、アンタルヤ、アンカラ、
アルダハンの 3県で 1%以内の得票差での惜敗であった 11。一方、共和人民党が第 1党となっ





 2019 年 3 月の地方選挙の見どころは、最初の部分でも述べたように、公正発展党がどれほ
どその強さを見せられるかであるが、他にも注目点はある。まず、2014年の地方選挙では 6.1%






















                                                   
11  Mustafa Altunoğlu, “The Republican People’s Party and the 2014 local elections in 
Turkey”, Insight Turkey, Vol. 16, No. 2, p. 140. 
12 Ibid, p. 139. ゾングルダックが 1.3%の差でハタイの次に僅差であった。それ以外は 2番目
の政党と 5%以上の差がついている。 
